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(AP/AC/APþAC: 2.0/2.1/2.7, P＜0.0001)。また、狭心症合併(20.1/8.6/32.1, P＜0.0001)、心
筋梗塞の既往(5.1/2.8/18.1, P＜0.0001)、プロトロンビン時間（PT-INR）(/2.00/1.94, P＝
0.0350),などの指標でも群間に有意差が認められた。OACは2831例(N,328例、S,213例、P,2290例)













AP+ACで0.75(0.65-0.85)、AC vs AP+ACで0.80（0.73-0.87）、狭心症合併：AC vs AP+ACで0.30
（0.23-0.40）、心筋梗塞既往：AC vs AP+ACで0.21（0.1-0.31）、AP vs AP+ACで 0.29 （0.15-0.51）
であった。OACはN群328例、S群213例、P群2290例で投与されており、出血事象のオッズ比（95％




 したがって、本論文は博士（ 社会健康医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、平成２９年２月２８日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
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